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(論文内容の要旨)

本研究の目的は,物探しﾀｽｸを効率化するｳｪｱﾗﾌﾟﾙ拡張記憶ｼｽﾃﾑを提案し,評価す
ることである.物探しﾀｽｸとは,人が物体を見つけるために日常生活環境の中を探しまわるﾀ
ｽｸであり,その対象は人が持ち運んで使用する把持物体である.物探しﾀｽｸが発生する原

因は,自分自身が把持物体を最後に置いた場所を思い出せないという人の記憶活動のｴﾗ

-である.物探しにおける記憶活動が支援されれば,人は効率的に物探しﾀｽｸを遂行し,浪
費していた時間を他の有意義なﾀｽｸに割り当て,日常生活をより豊かにすることができる.

!

本研究で提案するｳｪｱﾗﾌﾞﾙｼｽﾃﾑⅠ'm Here !は;物探しﾀｽｸ発生時に,対象物を最後

に把持した時点のﾕ-ｻﾞ自身の視野映像をﾕ-ｻﾞに対して捷示する.ﾕ-ｻﾞは,提示された

視野映像に含まれるｺﾝﾃｷｽﾄを理解することで,ﾕ-ｻﾞ巨身が最後に対象物を置いたｲﾍﾞ
ﾝﾄに関する記憶を補強し,対象物が置かれている場所を見当付け,物探しを効率的に行うこ

とができる. Ⅰ'm Here!は,視野映像を対象物と関連付けて蓄積するために,頭部装着型ｶﾒ

ﾗﾃﾞﾊﾞｲｽで撮影した視野映像から把持物体の画像を抽出し,ﾋﾞｼﾞｮﾝべ-ｽの物体認識の

結果を利用する.そのため, Ⅰ'm Here!は物体認識専用のﾃﾞﾊﾞｲｽを用いない単純なﾃﾞﾊﾞｲｽ

構成で実現される.また, Ⅰ'm Here!の導入に際しては,ﾕ-ｻﾞは物体や環境に認識用のﾀｸﾞ

を添付するなどの大きなｺｽﾄを払う必要はなく,ｳｪｱﾗﾌﾞﾙﾃﾞﾊﾞｲｽを身に付けるだけでよ

い.ﾕ-ｻﾞは,あらかじめ簡単な換作で把持物体の名前と画像特徴を登録しておき,物探しﾀ

ｽｸ発生時に登録された対象物の名前を選択するだけで,把持物体が最後に置かれた時点
の視野映像を見ることができる.

本研究では, Ⅰ'm Here!のｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝを評価するために,被験者による仮想的な物探

し実験を通じてⅠ'm Here!が物探しﾀｽｸを効率化することを検証した.また, Ⅰ'm Here!が視

野映像をｲﾝﾃﾞｸｼﾝｸﾞするために重要な役割を担うｶﾒﾗﾃﾞﾊﾞｲｽを実装し,日常生活環境

で物体画像を抽出する性能について評価を行った.一方, Ⅰ'm Here!8こよって提示される視野

映像は人の認知能力に適した視野角条件を持つ必要がある.同時に,視野映像の視野角条

件はﾋﾞｼﾞｮﾝﾍﾞ-ｽの物体認識手法において物体の見た目の大きさに影響する'.そこで本研

究では,被験者実験を通じて物探しﾀｽｸを支援する目的に適した視野映像の視野角条件を
求めた.

実験結果から,本研究で提案されたI m Here !のｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝは,日常生活環境において

ﾕ-ｻﾞの物探しﾀｽｸを効率化することが示された.また, Ⅰ'm Here !が物探しを効果的に支援
するための物体認識率･映像視野角に関する要件が求められた.
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(論文審査結呆の要旨)

本研究は,日常生括における物探しを記憶括動の支援によって効率化するｳｪ

ｱﾗﾌﾞﾙｼｽﾃﾑⅠ'mHere!を提案した.具体的な成果は次の2項である.

(1)被験者による仮想的な物探し実験を通じてⅠ'm Here!が物探しﾀｽｸを効率

化することを示し,物探しを支援するための視野映像が人の認知能力に適合し,

同時にｼｽﾃﾑの物体認識性能を適した条件を持つべきであるとし,被験者実

験を通じて視野映像の視野角に関する要件を示した.

(2) Ⅰ'm Here!ｼｽﾃﾑの実装において､ﾕ-ｻﾞが把持した対象物体を複雑な

背景情報の中から検出切出しするﾊ-ﾄﾞｳｪｱ機構を内蔵したｶﾒﾗﾃﾞﾊﾞｲｽ

ObjectCa〟ObjectCam2を開発し,視野映像の撮影と把持物体に関連付けたｲﾝ

ﾃﾞｸｼﾝｸﾞという基本機能を日常生括環境において実現可能であることを示し

た.

本研究の工学的な成呆は,将来における物探し支援ｼｽﾃﾑを日常生括に導入

する指針の-端を提供できたことにある.それによって,ﾕ-ｻﾞの認知負荷が

低い記憶括動の支援という手法で,日常生括における物探しﾀｽｸを効呆的に

支援するｼｽﾃﾑの構築が可能となる.本研究は-人のﾕ-ｻﾞに閉じた物探し

ﾀｽｸを取り扱っているが,将来的には複数ﾕ-ｻﾞへのｼｽﾃﾑを利用する場

面が生じる.その場合は本研究成呆をﾍﾞ-ｽに展開していくが,各ﾕ-ｻﾞの視

野映像をﾌﾟﾗｲﾊﾞｼ-に配慮して協調的に利用できる方法や個人行動ｽﾀｲﾙ

に合わせてﾓﾉを登録できる方法などを十分に考慮する必要がある.

本研究で提示されたｼｽﾃﾑのｺﾝｾﾌﾟﾄ･実装･評価には,日常生括の情報

括動を支援するｳｪｱﾗﾌﾞﾙ用情報処理技術の分野における多くの工学的寄与

がある.従って,本論文は博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認

める.


